
　害から命を守るためには、危険な場所から避難する
ことが一番です。雨・風が強くなったり、雷がひど

い中では、安全に避難することはできません。特に、夜
間の行動は危険を伴います。
　夜半や未明に大雨が予想される場合や台風の暴風域・
強風域に入ることが予想される場合など、「暗くなる前、
雨が降り出す前、風が強まる前」の安全なうちに避難を
行いましょう。
　「まだ大丈夫」など、避難に対して危機意識が薄れると
危険です。あなたの行動が、ご近所に避難意識を促すサ
インにもなり、周りの方の命も救います。

●自主避難所の開設
　状況に応じ、左記４つの自主避難所を開設します。開
設は、防災行政無線とお知らせ端末でお知らせします。
ご不明な点は、総務課（☎２２‐３１１１）までお問い
合わせください。
▷一の宮保健センター　　▷農村環境改善センター
▷阿蘇西小学校体育館　　▷波野保健福祉センター
※�避難される際は、食べ物や毛布、服用薬など必要な生
活用品をご準備のうえ避難をお願いします。
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一
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災

害
を
教
訓
に
、
梅
雨
時
期
の
大

雨
に
備
え
よ
う
と
５
月
25
日
、

手
野
地
区
と
片
隅
区
を
対
象
に

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
雨
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
集
中
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
と

の
と
想
定
で
、
防
災
行
政
無
線

WebTV アソ
動 画

阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュースＦＬＡＳＨ　  ＥＷＳN

大
雨
時
の
災
害
に
備
え
、
対
策
を
万
全
に
。

手
野
地
区
と
片
隅
区
で
避
難
訓
練

避難所である一の宮体育館で「避難者名簿」に記入する参加者たち

災

や
お
知
ら
せ
端
末
な
ど
で
避
難

を
呼
び
か
け
る
と
、
１
１
３
世

帯
２
５
４
人
が
避
難
場
所
で
あ

る
一
の
宮
中
体
育
館
に
次
々
に

避
難
。
一
方
、
市
役
所
で
は
消

防
団
へ
の
情
報
伝
達
や
連
携
、

避
難
所
開
設
業
務
な
ど
、
大
雨

時
の
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
一
昨
年
の
大
雨

を
経
験
し
、
少

し
の
雨
で
も
心

配
に
な
り
、
早

め
に
避
難
す
る

よ
う
心
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
た
」

「
避
難
経
路
の
確

保
を
急
い
で
も

ら
い
た
い
」
と

い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

危険を回避！早めの避難！九
州
北
部
豪
雨
災
害
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

　

阿
蘇
地
域
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
か
ら
、
７
月
12
日
で
２
年
を
迎
え
ま
す
。

　

不
幸
に
も
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
７
月

12
日
（
土
）
午
前
９
時
に
、
防
災
行
政
無
線
に
て
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま

す
の
で
、
黙
と
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
総
務
課　

☎
２
２
‐
３
１
１
１
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[ お詫びと訂正 ]広報あそ 6月号に掲載した記事について、以下のとおり訂正してお詫びします。
▷ 5㌻ 3段目　[ 誤 ] 活動用品の不足　[正 ] 活動要員の不足　
▷ 22㌻　[ 誤 ] 佐藤和夫（西町）　[正 ] 佐藤和夫（竹原）

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

City Topics ま ち の 話 題

阿
蘇
外
輪
の
過
酷
な
コ
ー
ス
を
力
走

第
24
回
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ス
ー
パ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
高
低
差
５
０
０
㍍
の
過
酷
な
レ

ー
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
第
24
回
阿

蘇
カ
ル
デ
ラ
ス
ー
パ
ー
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
６
月
８
日
行
わ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
１
６
８
５
人
が
参
加

し
、
力
走
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
阿
蘇
広
域
行
政
事

務
組
合
が
主
催
し
、
南
阿
蘇
村
か

ら
の
１
０
０
㌔
コ
ー
ス
と
波
野
支

所
か
ら
の
50
㌔
コ
ー
ス
の
２
コ
ー

ス
で
開
催
。
阿
蘇
外
輪
を
走
る
過

酷
な
レ
ー
ス
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
５
㌔
ご
と
に
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
け
、
阿
蘇
地
方
名
物

の
そ
ば
や
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
な
ど

充
実
し
た
給
食
が
特
徴
で
、
ラ
ン

ナ
ー
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
レ
ー
ス
途
中
で
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
沿
道
の

市
民
か
ら
の
暖
か
い
声
援
に
押
さ

れ
、
約
８
割
の
１
３
０
０
人
が
完

走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
地
点
の
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
は
、
阿
蘇
市
地
域
婦

人
会
阿
蘇
支
部
の
皆
さ
ん
が
、
ラ

ン
ナ
ー
の
力
走
を
称
え
よ
う
と
、

地
元
産
の
キ
ュ
ウ
リ
や
イ
チ
ゴ
な

ど
で
お
も
て
な
し
。
ま
た
、
多
く

の
地
元
中
学
生
、
高
校
生
も
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

（上） 波野支所前をスタートするランナー
たち

（下） 婦人会の皆さんがキュウリの漬物
などでおもてなし

WebTV アソ
動 画

　

農
業
体
験
を
通
し

て
、
勤
労
と
食
糧
生
産

の
重
要
性
を
学
ぼ
う

と
、
阿
蘇
中
央
高
校
の

春
牧
農
場
で
５
月
26

日
、
毎
年
恒
例
の
１
年

生
一
斉
田
植
え
が
行
わ

れ
、
生
徒
１
８
６
人
が

望
み
ま
し
た
。

　
植
え
付
け
し
た
米
の

品
種
は
、
昨
年
度
の

全
国
お
米
甲
子
園
で

特
別
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

で
、
生
徒
は
、
30
㌃
の

水
田
の
両
脇
に
並
び
、

一
本
一
本
丁
寧
に
植
え

付
け
、
約
２
時
間
か
け

て
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。
作
業
後
は
、
保
護

者
が
に
ぎ
っ
た
お
に
ぎ

り
で
労
を
癒
し
ま
し

た
。

　
農
業
食
品
科
の
生
徒

は
「
楽
し
く
で
き
た
。

日
本
一
の
お
米
を
目
指

し
て
し
っ
か
り
手
入
れ

し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

日本一のお米に！
阿蘇中央高校で田植え

目印に合わせて苗を植える生徒たち



まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
乙
姫
保
育
園
の
園
児
31
人
が
５
月

29
日
、
地
元
の
イ
チ
ゴ
農
家
の
招
待

を
受
け
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を
行
い
ま
し

た
。

　
イ
チ
ゴ
農
家
の
松
本
昭
信
さ
ん
・

チ
ズ
ル
さ
ん
夫
妻
が
「
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」と
、

イ
チ
ゴ
栽
培
の
シ
ー
ズ
ン
終
わ
り
の

時
期
に
合
わ
せ
て
４
年
前
か
ら
招
待

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
園
児
は
、
ビ
ッ
シ
リ
と
実
っ
た
イ

チ
ゴ
を
摘
み
取
り
、「
甘
く
て
と
っ

て
も
美
味
し
い
！
」
と
、
満
足
し
た

よ
う
す
で
し
た
。

甘～いイチゴ、ありがとう！
乙姫保育園でイチゴ狩り

　
大
阿
蘇
酪
農
組
合
女
性
部
（
井
ゆ
か
り
部

長
）
が
６
月
６
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
父
の

日
に
合
わ
せ
市
民
の
お
父
さ
ん
を
代
表
し
て

佐
藤
市
長
に
牛
乳
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
牛
乳
販
売
促
進
の
一
環
で
「
父
の
日
に
は

牛
乳
を
贈
ろ
う
！
」
と
題
し
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
こ
と
し
も
市
役
所
の
ほ
か
各

公
共
機
関
な
ど
で
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
井
部
長
は
「
牛
乳
を
飲
ん
で
毎
日
の
お
仕

事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り

ま
し
た
。

父
の
日
に
は
牛
乳
を
！

　
消
防
団
員
を
40
年
９
か
月

の
永
き
に
わ
た
り
務
め
、
消

防
業
務
に
貢
献
し
功
績
が
あ

っ
た
と
し
て
、
佐
藤
義
勝
氏

（
71
歳
、
中
江
区
）
が
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
波
野
村
消
防
団

員
と
し
て
昭
和
39
年
７
月
１

日
に
入
団
、
平
成
５
年
は
団

長
に
就
任
。
そ
の
後
、
町
村

合
併
後
の
平
成
17
年
３
月
ま

で
の
間
、
日
常
的
な
予
防
消

防
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、

地
域
住
民
の
安
心
安
全
な
く

ら
し
の
実
現
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
８
年
か

ら
14
年
ま
で
、
熊
本
県
消
防

協
会
阿
蘇
支
部
長
と
し
て
、

消
防
人
と
し
て
の
能
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。

　
５
月
22
日
、
佐
藤
市
長
に

報
告
に
訪
れ
た
佐
藤
氏
は

「
周
り
の
人
た
ち
か
ら
の
支

え
が
あ
っ
て
か
ら
こ
そ
の
受

章
。
こ
れ
か
ら
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
」
と
、
喜
び
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

40 年以上にわたり消防活動に尽力　佐藤義勝氏に瑞宝双光章
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